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地球学類は 年に設置された新しい学類ですが、その前身は筑波大学第一学群自然学類

（ ）、東京教育大学理学部地学科（ ）、東京文理科大学地学科（ ）であ

り、さらに東京高等師範学校専攻科まで遡ると 年をはるかに超える長い伝統をもっています。筑

波大学の開学以来、すでに 人を超える人材を社会に送り出しており、彼らは民間企業、公務員、

中高教職員、大学教員、研究者など様々な分野で活躍しています。

地球学類で扱っている「地球学」は、私たちの生活と密接に関係している学問分野といえます。例え

ば、日本各地で発生している豪雨とそれにともなう洪水や土砂災害、近い将来必ず起こると言われて

いる南海トラフ大地震、九州各地や箱根などでの活発な火山活動のような自然現象は、大きな災害を

もたらすことが予想されます。しかし、これら自然現象が発生するメカニズムやその周期性について

は、ほとんど分かっていないのが現状です。「地球学」では、現在の地球規模で起こっている様々な

自然現象や環境問題を考える空間軸と、地球の歴史や生命の進化を考える時間軸を根幹として、さら

にその地球上で生活する人間活動を１つのシステムと考え、その地球システムの中で起こる諸現象を

理解して未来を予測し、諸問題を解決していくことを目標としています。

地球は誕生してから現在までの約46億年間、常に環境を変化させてきました。一般的にその変化は

ゆるやかなものであり、生物はその状況に応じて多様な進化を成し遂げ、地球上の様々な環境条件に

適応してきました。しかしながら過去数世紀間の環境破壊、環境汚染、地球温暖化、地球資源の枯

渇、人口爆発などによる急激な地球環境の変化は、人類を含めたすべての生物の生存を脅かす危機的

な状態を生み出しています。地球環境や自然環境が適切に保全され、将来の世代が必要とするものを

損なうことなく生活していくためには、地球環境をとりまく諸課題を私たちの世代が可能な限り解決

していく必要があります。

私たち地球学類では、このような社会的要請に応じて持続可能な人間社会の構築に貢献し、科学的な

視点のもとで諸問題を解決できる人材を育成すべく、教育・研究を行っています。しかし、このよう

な地球に関する諸問題を完全に解決する術はなく、私たちの力で様々な問題を一つずつ理解して解決

していくしかありません。若い高校生のみなさんが、この大学説明会を通して地球学類の教育・研究

内容について知っていただき、近い将来私たちと一緒に地球について学んでいただけることを期待し

ています。
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　本日は 2020年度地球学類のオンライン説明会にお越しいただき、誠にありがとうございます。 

　今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、このような形での開催となってしまいましたが、できる限り内容は分

かりやすくお伝えできればと思っております。私たち地球学類大学説明会委員会は、地球学類に興味を持ってくださってい

る皆さんのお役に立てればと思い、 このパンフレットをはじめ、説明会に向けて準備を進めて参りました。ぜひ、最後まで
ご覧になってください。

　さて、筑波大学生命環境学群地球学類では、人文地理や大気科学、地層学、鉱物学など、幅広い分野を学ぶことができ、

それぞれの分野を追究できる環境が整っています。分野の幅広さゆえ、個性的な仲間と出会えることも、地球学類の大きな

魅力です。
また、他学類の授業を受講することができるなど、総合大学ならではの利点を生かして、自分の興味に様々な方面からアプ

ローチできます。

　最後になりますが、本日の説明会やこのパンフレットが皆さんの進路選択の参考になれば幸いです。

　春に皆さんとお会いできることを楽しみにしています！
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　大学を卒業するためには、一定数の単位を修得しなければなりません。単位というものは、その授業
の内容を理解したとみなされた上で与えられるものです。単位を修得するには授業に出席することを前
提として、試験やレポート課題による評価を受けて合格しなければなりません。真面目に授業を受けて
しっかり勉強する、ということは当たり前のことであれど大切なことなのです。
　なお、卒業に必要な単位数も決まっていて、地球学類では 124単位を４年間で修得する必要があり
ます。これとは別に１年間で履修することのできる単位数も決まっていて、地球学類では年間 45単位
まで履修できるようになっています。また、１年間で 15単位以上修得できなかった場合は除籍処分に
なることがあります。
　単位数を考える際には、右下の表の必修科目・選択科目・自由科目といった区分についても考慮に入
れなければなりません。
　左下の表は、筑波大学における単位修得の流れを示しています。

自分が受ける科目は全てTWINS
(Tsukuba Web-based Information Network 
System)　というインターネット上の
システムによって履修申請をします。
履修申請できる期間が限られているので、
忘れないようにしなければなりません。

必ず履修しなければならない科目
です。英語・体育・情報などの
共通科目や、地球学類の専門基礎
科目である地球環境学や地球進化

学なども含まれます。
これをとらないと卒業することが

できません。

普通の科目は、履修申請したら授業を受けて、
学期末の試験を受けるかレポートを
提出して評価を受けることになります。
A+、A～Dの 5段階で成績が評価され、
Dの場合は単位が認定されません。
　地球学類では日本各地や海外での
野外実験が開設されています。

定められた科目群の中から選択して
履修する科目です。

物理や数学などの専門基礎科目と
２・３年次の地球学類の専門科目の中から
一定の単位数以上を選んで履修すること

になります。

自分の成績についてもTWINS
で確認することになります。
通常は期末試験が終わってから
およそ３週間くらいで成績が
TWINS 上に表示されます。

選択科目よりも幅広い科目群の中から自由
に選択して履修する科目です。第２外国語・
国語・芸術・哲学、そして数多くの他学類

の授業を受けることができます。

大学では授業がいくつかのグループに分類されています。
ここでは、必修科目・選択科目という分類方法について説明します。

また、上記の説明の選択科目には下限が存在し、一定数以上単位を修得しないと
卒業することができないので注意しましょう。
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　さて、ここでは筑波大学の授業について、中でもその制度や種類についてご紹介します。
　筑波大学の授業の分類は「必修科目」、「選択科目」（これについては前のページ参照）という分類、もう一つは「専
門科目」、「専門基礎科目」、「基礎科目」「専門導入科目」です。科目については下の図を参照してみてください。
※この情報は 2020 年度までの区分です。2021年度からは変更の可能性があるのでご注意ください。

●専門基礎選択科目　

的な授業が該当します。これらの中から自由に好きな科目を選べます。

●基礎共通科目　

ことは少ないため、クラス内の親睦を深めることのできる貴重な時間です。

●基礎関連科目　
いわゆる自由単と呼ばれているものです。選択科目しかなく、他学類開設で専門基礎選択科目に該当しない科目は
全てこの科目に充てられます。地球学類でも、日本文化や心理学、社会学の授業のように全く地球学類と関係なく
ても興味がある学類の授業をとれるという制度です。ただ、最低限の数を取らないと卒業できない面もあります。

★専門導入科目　
専門導入科目とは各学問分野への入門的な科目で、高校卒業程度の知識を前提とした科目なので気軽に受けること

地球学類開設の基礎・入門的な授業が該当　主に 1年向け

下段で解説

下段で解説

下段で解説

下段で解説
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ここでは、地球学類の専門科目・専門基礎科目・専門導入科目の中からいくつかの科目を紹介します！

この科目では大気科学や水文学などの理系分野と、
人文地理学や文化地理学などの文系の分野の両方の
側面から、地球の環境について学習します。

人文地理学の歴史を説明するとともに、課題や研究
手法について具体例とともに説明します。町の見方
が変わるかも？

降雨や降雪といった気象や地球温暖化、エルニー
ニョ現象など大気圏に関する現象とその動態プロセ
スについて研究手法とともに解説します。

地球を構成する物質である岩石や鉱物について分
類・特徴・多様性・生成機構の知識を習得します。
また、環境問題など地球規模課題も考えます。

地球表層で発生する諸現象とその動態プロセスを探
求する「環境動態解析学」の基礎的な知識を習得し、
科学的な思考を身につけます。

この科目では地質学や岩石学、古生物学など、地球
の過去から現在に至るまでの進化の過程について学
習します。

地球上の様々な地形を紹介し、その成り立ちについ
ての理解を深めます。

地球上で生息していた過去の生物と当時の地球環境
の様子、層序学などの基礎を学びます。

他にも面白い授業がたくさんあります！　
また、野外実験（巡検）も充実しています♪
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　大学生活の大きなカギを握る時間割。ある地球学類生の時間割を一例に、大学の時間割について紹介します。
　地球学類を含め一般的に大学では、自分の受けたい授業を自由に選択して、自分専用の時間割を組むことができます。
筑波大学では、75 分間の授業が６時限目まで続きます。この枠の中に必修科目や選択科目が入り、空いている時限（空
きコマ）はフリーな時間になります。空きコマでは、関連科目を履修したり、帰宅したり、図書館や控室で自習の時間に
使えたりします。
　筑波大学の大きな特徴として、「他の学類が開設している授業を履修できる」ことが挙げられます。他大学では、他の
学部の授業を履修できないことが多いですが、筑波大学では他学類が開設するほとんどの授業を履修でき、卒業要件とし
て単位に組み込むことができます。例えば、大気科学を学びたい場合、流体に関する物理の知識が必須です。地球学類が
開設する物理の授業でも十分対応できますが、より深く学びたい場合、物理学類が開設する更に専門的な物理の授業を受
けることができる、ということです。
　※ 。

▶Comment　　　　　　　　　　　　　
　基礎レベルの地球科学を学ぶのはもちろ
ん、地球科学を学ぶ上で必要になる数学、
物理、化学の科目を受けます。必修の体育
や英語の他に、他学類の入門レベルの内容
の授業を受ける専門導入科目が設けられて
いるなど、盛りだくさんな日課をこなしま
す。1 年生は空きコマが少なく、大学生活
に慣れるのも大変です。地球に関する授業
も少ないですが、今後楽にするためだと考
えて頑張りましょう！

注：黒地は必修科目です。

▶Comment　　　　　　　　　　　　　
　2年生の時間割です。必修科目は減り、
自分が進みたい専攻に応じた科目を選択し
て履修します。専門的な授業内容が増え、
いかにも地球学類という感じです。余裕の
ある日課となる分、自学自習の時間を持て
たり、他学類の授業を自由単位として履修
することができます。また、土日や長期休
暇には野外実験 ( 巡検 )の授業が開講され、
実際に現地に向かい、地球科学現象を観察
します。

１年春B 月 火 水 木 金
1時限目

8:40 ～ 9:55
力学１ 化学１

情報
リテラシー

英語 微積分演習

2時限目
10:10～ 11:25

線形代数
数学

リテラシー
２

線形代数演
習

昼休み
11:25～ 12:15

3 時限目
12:15～ 13:30

体育
数学

リテラシー
２

地球環境学
１

４時限目
13:45～ 15:00

フレッシュマン・
セミナー

地球進化学
１

５時限目
15:15～ 16:30
６時限目

16:45～ 18:00
英語 微積分  電磁気学１

２年春B 月 火 水 木 金
1時限目

8:40 ～ 9:55
流れの科学 人文地理学 地球物質

科学A 地誌学
地球基礎数
学・物理学2時限目

10:10～ 11:25
大気科学 水文科学

昼休み
11:25～ 12:15

3 時限目
12:15～ 13:30

微分方程式
入門

交通計画
体育 経済地域論

４時限目
13:45～ 15:00

地球学実験
５時限目

15:15～ 16:30
６時限目

16:45～ 18:00
地球変動・
資源科学A

生物圏
地球科学A

地球学専門
英語 1A 世界地誌Ⅰ
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　地球学を学ぶ上で重要である、基礎知識を
学びます。毎回違う分野の先生がそれぞれ専門
のテーマと課題を用意してくださり、実験をし
ます。実験といっても、化学や物理のようなも
のとは異なり、化石や鉱物の観察、分布図や湖
盆図の作成、数値計算処理など、地球学類なら
ではの実験を行います。

　右の写真では露頭を観察しています。

地球学類の特徴ともいえる、実験や野外巡検を簡単に紹介します！
二年次以降は専門的な巡検がいくつも行われますよ♪

　地球についてより深く学ぶために、学外へ出て実験や観測をします。
　この野外巡検は地質学に関するもので、火成岩、変成岩、堆積岩地域な
どの基礎調査を行います。
2019年度は４月から５月に３回に分けて行われ、袋田の滝、筑波山、
三浦半島に行って実験をしました。

　大気科学についてより深く学ぶために、講義だけでなく学外へ出て実験
や観測、施設見学を行います。
　この野外巡検は大気科学に関するもので、測器の使い方や気象観測、デー
　タの整理の方法を実技を通して学びます。

この他にも人文地理学・地誌学・地形学・水文科学・環境動態解析学・地質学に関する野

外実験もあり、非常に幅広い分野で多くの野外実験が組まれています。

07



このご時世、持っていて損をしないのが、資格です。
資格を持っていることで就職の際に有利になることもありますし、特定の資格
を持っていないと就くことのできない職業もあります。
ここでは、筑波大学地球学類在籍中に取得できる主な資格を紹介します。
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第２章　受験勉強編
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　このページでは地球学類に入るための入試について解説します。2021年度から総合選抜入試が加わ
り、入試方法が大きく変化しましたので常に最新の情報を筑波大学アドミッションセンター（https://
ac.tsukuba.ac.jp/nyushi）や地球学類の公式ホームページ（https://www.earth.tsukuba.ac.jp/）に
てご確認ください。

　最も定員人数の多い試験です。試験の点数で合否が決まります。試験には、大学入学共通テストと２次試験
の個別学力試験があります。２次試験の配点が高いですが、共通テストもおろそかにしないようにしましょう。
二次試験は大学が作成した問題に取り組みます。「数学」「英語」の２科目と「物理・生物・化学・地学・地理
Ｂ」の中から２科目の合計４科目の試験を１日で実施します。

　前期試験と同様に、共通テストと二次試験の個別学力検査が課せられます。この二次試験では、文系・理系
に問わず幅広い地球関連知識を求められる小論文に取り組みます。前期試験が終わった後も気を抜かずに頑張
りましょう。

　この入試は高校での学業成績なども評価されます。試験では、小論文と面接が課せられます。小論文では英
語力を含む地理・地学関連現象メカニズムの理解度が問われ、面接では志望動機や問題分析力が試されま
す。

　新設された入試方法です。理系Ⅰ～Ⅲと文系という４分類から１つ選んで試験を受けます。１年次は総合学
域群に所属しどこの学類も属さずに興味がある講義を受講しどこの分野に興味・適性があるか吟味した後に２
年次に各学類・専門学群に移行される制度です。
　地球学類に総合選抜から入るには理系Ⅰ・理系Ⅱを選ぶとそれぞれ 6 名・4 名の枠があるので地球学類に
興味はあるが他学類にも興味があり、決めきれないという方は良いでしょう。なお、理系Ⅰは二次で物理が必
須で化生地から１つですが合格者は多く、理系Ⅱは反対に理科４科目のうち２科目選べますが合格者は少な
い枠になっています。もちろん、文系・理系Ⅲからも若干名ですが移行できます。

　上の４つが主な入試方法ですが、この他に若干名を定員とした、国際バカロレア特別入試・私費外国人留学
生入試・私費外国人留学生特別プログラム入試といった特色ある入試方法があります。詳しくは一番上のHP
リンクをご確認ください。
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すすめ参考書

　浪人生は同じ問題集を何周も解いて完璧にすることが重要です。重要問題集は様々な大学の入試問題から構成されており、重要問題集
を完璧にすることで標準問題に慣れ、少し難しい問題にも対応できるようになります。

　有機化学は決まったパターンが多いので、構造決定などが得意になれば大きな得点源になります。この参考書では、教科書よりも詳し
く仕組みなどについて触れているので、理解して覚えることに非常に役に立ちます。
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　宿舎祭（やどかり祭、通称やど祭）は、新入生が大学に慣れてきた 5月下旬に平砂宿舎周辺で 2
日間開かれる、1年生主体のお祭りです。1年生がクラスごとに屋台を出店したり、「ゆかたコンテ
スト」というチームでステージに出演するイベントがあったり、この日のために作り上げたお御輿を
披露したりと、ワイワイとした雰囲気のお祭りです。

　雙峰祭（そうほうさい）は毎年 11月上旬に開かれる、本学全体を使って行われる数万人が訪れる
関東の大学の中でも非常に大規模なお祭りです。各サークルや学類、委員会、学生団体などが屋台を
出店するほか、ステージでの楽器演奏やパフォーマンス、後夜祭では花火が打ち上がるなどさまざま
な企画が盛りだくさん。何か企画を出す側としても、また、見る側としても楽しめるイベントです。
例年、近隣の方や地元の高校生など 3万人以上の人が訪れます。例年は 11月初めの土日を中心に 3
日間開催される予定です。ぜひぜひお越しください！
※ 2020年度はコロナウイルスの影響により開催未定です。
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